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一一一一一一--一 生 産・販 売 等 の提 携 関 係
戸 匹
図表－3 自動車産業の協調関係(











に属する協調関係よりも、 何らかの統合力 が必要であろうとされるのである13)。 このよ うな戦略 グ
ループにもとづく企業間の結びつきは、図表－3 のように展開されるのである。とりわけ、BMW
社が展開したロ ―ル ス・ロイス社やP ーバ ―・グループの企業買収活動、 またはフ ォル クスワーゲ




このように産業部門 の競争は、まず棲分に よって戦略 グループが形成されるのである。さらに異
なる戦略グル ープ間で協調関係が形成され、個別的な協調関係の束ないしグループへと拡大するこ
とによって新たな協調関係グループによる競争関係が生み出されるのである。 ここでは、異なる戦
略グル ープを踏 まえた新 たな協調関係グループに よる競争関係が生み出される場合も競争と協調の
共存と理解しているが、固有の意味での協調的な競争関係とは位置づけていないのである。もと よ
り、協調関係は、経済的にも経営的にも独立した自由企業を前提 として形成されるものであり、企
業 の買収や合併と異なり特定の産業 分野内の企業数を減少させるものではない。 また、協調関係グ
ループ内の個別企業間で形成される関係内容も一様ではないのである。たとえば、生産活動、研究













































































































































る。たとえば、A 企業グループの一員である子会社（a ）がB 企業グループの子会社（b ）へ部品
を供給しながら乱 最終製品を販売する販売子会社では競争関係にあるといった場合である。この
ように協調的な競争関係では、企業における事業の多榛旨と制度化によって、協調関係と競争関係
























































































































































































4 ）Lewis,JordanD.,PartnershipsforProfit,NewYork,TheFreePress,1990,pp.69 －71. 中村元－ ・山
下達哉（JSMS アライアンス研究会）（訳）『アライアンス戦略』ダイヤモンド社，1993 年9 月，117-120
頁。5
）ここでの協調的な競争関係という表現は，つぎの文献に基づいて用いている。Dowling,MichaelundLechner,Christian,KooperativeWettbewerbsbeziehungen:Theoretische









理 解 し て い る。Thommen,Jean －Paul,ManagementorientierteBetriebswirtschaftslehre,BernundStuttgart,Haupt,1988,S.50.10
）Gahl ，Andreas,DieKonzeptionstrategischerAllianzen,Berlin,Dunker&Humblot,S.5 レ フO. そこで
は，協調目標の達成に関連して機能性（Funktionalitat）が理解され，機会主義的な行動（解消の自由度）
の保護という意味で弾力性（Flexbilitat）が理解されているのである。11




『競争 の戦略』 ダイヤモンド社，1982 年10 月，183 －186 頁。Albach,Horst,StrategischeAUianzen,strategischeGruppenundStrategischeFamilien,in:ZeitschriftfiirBetribswirtschaft,Heft.4,1992,S.663
－670.13
）岡本康雄［国際的戦略提携とは何か⑤］，『やさしい経済教室』日本経済新聞，1993 年5 月26 日（朝刊），12
版。14
）なお，BMW （BayerischeMotorenWerkeAktiengesellschaft ）社 とVW(VolkswagenAktiengesells-chaft)
社 の戦 略 グ ル ープを 活 用 した 企業 グル ープ活 動 に つ い て は ，BayerischeMotorenWerkeAktiengesellschaft,AnnualReport1994
私参照した。とくに，BMW 社はBMWRolls －RyceGmbH で航
空機エンジン（aeroengines) の開発もしている。また，BMW 社とVW 社に よるRolls－Royce 社への企業
買収活動については，生産部門をVW が買収したものの，エンジン事業で有効関係を築いてきたBMW 社




係グループが形成されていると考えられるのである。なお，図表－11 は，1980 年から1992 年までの協調関








































































ダイムラーペンツ ● ● ● ● ● 5
フィアット ● ● ● ● ● ● ● 7
プジョー ● ● ● ● ● ● ● 7
ポルシェ ● 1
ルノ ー ● ● ● ● ● ● 6
ロ ールス・ロ イス 0
ローバー・グループ ● ● ● ● ● 5
サーブ ● 1
フォルクスワーゲン ● ● ● ● ● ● ● ● 8
ボルボ ● ● ● ● ● ● ● ● 8
因
米
クライスラー ● ● ● ● ● ● ● 7
フォード ● ● ● ● ● ● ● ● 8
GM ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9
掩
□
ホン ダ ● ● ● ● 4
マツダ ● ● ● ● 4
三菱 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9
日産 ● ● ● ● ● ● ● ● 8
スズキ ● ● ● ● ● 5
ト ヨ タ ● ● ● ● ● ● ● ● 8





ユ37,1981,717 －722. そこでは，企業 の生産システムを投人 一産出システ
ム(aninput －outputsystem ），ついで階層的な投入一産出システム（aninpu トoutputsystem ），そして
事業部制による投入一産出システム（aDivisionalizedinput-outputsystem ）に区分して生成史的に検討し
ている。17
）延岡健太郎 「第7 章 部品サプライヤーの顧客ネ ット ワーク戦略」，藤 岡隆宏 ，西 口敏宏， 伊藤秀史編
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23)idid 。,pp.34ト342. 同上訳書、323-325 頁。Lewis,JordanD ・,op,cit.,p.71. 前掲訳書、120-125 頁。そこ
では、競争関係 と協調関係を 分けて考えることが、競争相手企業との協調関係か破滅的な対立にならない
施策であるとしている。(1999
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